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◇

特
集
「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅴ

原
爆
文
学
「
古
典
」
再
読
２

―
佐
多
稲
子
『
樹
影
』

70

福
岡
千
鶴
子
と
醇
次
郎
―
鎮

魂
の
通
奏
低
音

レ
ク
イ
エ
ム

坂

口

博

は
じ
め
に

古
典
再
読
と
し
て
佐
多
稲
子
「
樹
影
」（

・
８
～

・
４
）
を
取
り
あ
げ

70

72

る
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
い
く
つ
か
の
課
題
を
想
定
し
た
。
ま
ず
被
爆
者

と
非
被
爆
者
に
、
小
説
表
現
の
方
法
上
の
相
違
が
見
ら
れ
る
か
否
か
を
、
具

体
的
に
検
討
し
た
い
こ
と
。
特
に
原
爆
投
下
直
後
の
惨
状
の
描
き
方
の
違
い

に
着
目
し
た
か
っ
た
。
次
に
、
原
爆
に
限
ら
ず
大
き
な
出
来
事
／
事
件
に
と

も
な
う
、
当
事
（
当
時
）
者
性
の
問
題
を
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
し
た
い
こ
と
。

一
般
的
に
い
え
ば
、「
当
事
（
当
時
）
者
は
全
体
が
見
え
な
い
」
と
い
う
命
題

テ
ー
ゼ

か
ら
、
当
事
（
当
時
）
者
の
言
説
の
持
つ
暴
力
性
を
検
討
し
た
い
と
、
考
え

た
。し

か
し
、
今
回
は
、
こ
こ
ま
で
は
進
め
な
か
っ
た
。
時
間
が
な
か
っ
た
の

で
は
な
く
、
論
理
的
に
も
、
情
感
的
に
も
、
不
可
能
と
な
っ
た
。
浮
か
び
あ

が
っ
た
テ
ク
ス
ト
の
向
う
側
の
存
在
が
、
こ
の
ま
ま
先
へ
進
む
こ
と
を
阻
ん

だ
の
だ
っ
た
。
テ
ク
ス
ト
外
の
情
報
や
、
モ
デ
ル
に
固
執
し
た
く
な
い
た
め

に
、
逆
に
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
レ
ベ
ル
（
公
刊
・
公
開
さ
れ
た
資

料
に
基
づ
く
。
非
公
開
の
手
記
・
手
紙
な
ど
は
基
本
的
に
対
象
と
し
な
い
）
ま
で

明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
作
者
＝
佐
多
稲
子
の
意
図
に
も
拘
束

さ
れ
な
い
た
め
に
、
彼
女
の
長
崎
に
関
し
た
作
品
は
、
一
応
、
辿
っ
て
み
る

こ
と
と
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
既
刊
の
十
八
巻
本
『
全
集
』
（
講
談
社
）
な

ど
に
よ
っ
て
視
野
に
入
る
限
り
で
あ
っ
て
、
全
著
作
の
悉
皆
調
査
で
は
な
い
。

そ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
池
野
清
（
１
９
１
４
・
３
・

～

・
８
・

）
の

23

60

12

『
画
集
』
（
同
刊
行
会
、

・

、

・
２
＝
２
版
）
の
な
か
か
ら
、
第

回

61

12

62

28

独
立
展
に
遺
作
と
し
て
展
示
さ
れ
た

号
の
油
絵
「
木
立
」
「
樹
骨
」
、
ほ
か

50

の
絵
画
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
は
、「
樹
影
」
や
「
色
の
な
い
画
」（

・

え

61

３
）
の
描
写
と
、
実
際
の
絵
画
と
の
あ
い
だ
に
差
異
を
見
出
す
の
が
難
し
い

こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
。

１

「
樹
影
」
の
な
か
の
挿
話

時
系
列
に
佐
多
稲
子
の
「
長
崎
」
作
品
を
読
む
な
か
で
、
「
樹
影
」
の
主
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人
公
の
二
人
よ
り
も
、
福
岡
千
鶴
子
の
存
在
が
大
き
く
浮
か
び
あ
が
っ
て
き

た
。
い
く
つ
か
の
作
品
で
登
場
す
る
彼
女
の
眼
差
し
／
視
線
、
そ
れ
ら
が
か

す
か
な
声
で
「
私
も
忘
れ
な
い
で
」
と
呼
び
か
け
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。
毎

日
新
聞
「
メ
デ
ィ
ア
時
評
」
（

・
３
・
７
）
で
も
触
れ
た
が
、
「
仕
合
せ
と

15

命
と
」
の
一
節
、
彼
女
の
「
命
の
奪
わ
れ
る
瞬
間
」
に
、
作
者
と
と
も
に
思

い
を
は
せ
た
い
と
願
っ
た
。

西
日
本
新
聞
の
戦
後

年
対
談
「
音
と
言
葉
の
戦
後
」
（

・
１
・

）

70

15

17

に
よ
れ
ば
、
青
来
有
一
も
「
原
爆
で
は
爆
発
後
３
秒
の
間
に
多
数
の
方
が
亡

く
な
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
名
前
も
分
か
ら
な
い
、
永
遠
に
語
り
得
な
い
証

言
者
。
こ
の
人
た
ち
の
声
を
文
学
や
想
像
力
で
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
」
と
語

っ
て
い
る
。
共
感
で
き
る
言
葉
だ
。
か
つ
て
「
欠
如
の
記
録
―
長
崎
原
爆
の

周
辺
」
と
い
う
拙
い
論
考
を
「
敍
説
」

号
（

・
８
）
に
書
い
た
こ
と
が

19

99

あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
論
理
的
に
は
破
綻
を
承
知
で
「
欠
如
」
に
拘
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
変
わ
り
よ
う
が
な
い
。
こ
こ
で
も

関
心
は
、
死
者
の
「
沈
黙
」
の
重
さ
に
、
「
欠
如
」
の
重
さ
に
、
千
鶴
子
の

存
在
に
向
か
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。

巷
間
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
も
作
品
も
二
度
死
ぬ
だ
ろ
う
。
一
度
目

は
肉
体
的
な
死
（
作
品
な
ら
絶
版
）
に
よ
っ
て
、
二
度
目
は
忘
却
に
よ
っ
て
。

も
ち
ろ
ん
、
非
情
と
思
わ
れ
よ
う
と
も
、
忘
れ
て
い
い
も
の
は
忘
れ
た
方
が

い
い
と
考
え
て
い
る
。
消
え
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の

よ
う
に
、
誰
も
彼
も
が
「
復
活
」
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
原
爆
の
死

者
た
ち
は
違
う
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
・
南
京
大
虐
殺
・
従
軍
慰
安
婦
と
同
じ
く
、

そ
の
死
者
の
声
に
、
今
後
も
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
。
生
き
残
っ
た
者
の
「
証

言
」
は
、
極
論
す
れ
ば
、
そ
れ
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
学
の
課
題

と
し
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
可
能
な
問
題
を
考
え
た
い
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
を
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
歴
史
修
正
主
義
へ
の
批
判
的
視
座
を
持
ち
た

い
と
願
う
か
ら
だ
。
彼
ら
の
方
向
に
添
う
な
ら
ば
、
将
来
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
は
な
か
っ
た
」
、
少
な
く
と
も
犠
牲
者
数
の
大
幅
な
見
直
し
と
い
っ

た
主
張
が
出
て
こ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
荒
唐
無
稽
な
話
と
は
言
え
な
い
。

す
で
に
ほ
か
の
事
柄
で
は
、
似
た
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
福
岡
千
鶴
子
を
無
数
の
「
無
名
」
の

死
者
の
な
か
に
消
す
こ
と
、
忘
れ
去
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
「
無
名
」
は
本
来
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
個

別
の
名
前
、
固
有
名
詞
を
持
つ
存
在
だ
。
随
筆
「
十
年
目
の
長
崎
」
（

・
55

８
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
触
れ
る
。

そ
の
一
瞬
の
死
者
、
七
万
三
千
八
百
八
十
四
人
、
と
い
わ
れ
、
こ
の
数

の
中
に
は
私
の
、
東
京
で
暫
く
は
一
緒
に
暮
ら
し
た
女
友
達
も
い
た
。

（
講
談
社
文
芸
文
庫
版
『
私
の
長
崎
地
図
』
＝

・
７
＝

p.178

以
下
『
長

12

崎
』
と
略
記
。
傍
線
は
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

個
々
を
単
な
る
「
七
三
、
八
八
四
」
分
の
一
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

も
、
統
計
数
字
の
一
人
で
は
な
い
。
佐
多
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
個
々
に
生

活
を
持
っ
た
人
々
な
の
だ
。
佐
多
と
同
様
、
唯
一
の
か
け
が
え
な
い
存
在
と

し
て
、
千
鶴
子
は
甦
っ
て
く
る
。
「
樹
影
」
の
な
か
で
も
、
主
人
公
ふ
た
り

は
、
む
し
ろ
飛
ん
で
し
ま
っ
て
、
以
下
に
あ
げ
る
挿
話
に
注
目
し
た
。

な
お
、
本
論
で
は
、
虚
構
の
小
説
世
界
の
登
場
人
物
も
、
そ
の
作
品
の
な

か
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
実
在
の
福
岡
夫
妻
と
同
定
し

て
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
、
予
め
断
わ
っ
て
お
く
。

麻
田
晋
の
親
し
い
友
人
が
い
る
。
戦
前
の
思
想
弾
圧
で
検
挙
さ
れ
、
刑

を
す
ま
せ
て
出
所
し
た
あ
と
も
不
自
由
な
日
常
に
ひ
っ
そ
く
し
て
い
た
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そ
の
友
人
が
、
今
は
公
け
な
政
治
活
動
に
入
っ
て
、
そ
の
組
織
の
中
心

に
な
っ
て
い
る
。
…
…
麻
田
自
身
が
、
太
平
洋
戦
争
の
起
っ
た
翌
年
の

は
じ
め
、
友
人
が
再
び
検
挙
さ
れ
た
と
き
に
彼
も
同
時
に
逮
捕
さ
れ
て
、

治
安
維
持
法
に
よ
る
七
ヵ
月
の
未
決
拘
留
を
経
験
し
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
…
…
上
海
行
き
が
こ
の
友
人
と
二
人
連
れ
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

も
、
取
調
べ
の
大
き
な
ひ
と
つ
に
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
（
二

講
談

社
文
芸
文
庫
版
『
樹
影
』
＝

・
２
＝

pp.21-22

以
下
、
引
用
は
同
じ
）

88

麻
田
の
友
人
で
あ
る
こ
こ
の
責
任
者
も
、
長
崎
の
痛
恨
を
抱
い
て
い
る

ひ
と
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
妻
は
三
年
前
の
八
月
九
日
、
働
い
て

い
た
三
菱
兵
器
の
工
場
に
い
て
、
そ
の
ま
ま
、
遺
体
も
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
狭
い
こ
の
街
で
十
年
余
り
を
、
思
想
犯
の
夫
を
か
ば
っ
て
生
き
て

い
た
妻
で
あ
っ
た
。
常
に
何
か
を
ひ
そ
め
た
よ
う
に
光
っ
た
目
を
し
て

い
た
。
職
に
つ
け
ぬ
夫
の
代
り
に
働
い
て
、
夫
の
友
人
が
訪
ね
て
来
れ

ば
そ
の
と
き
は
自
分
も
い
っ
し
ょ
に
雑
談
に
加
わ
っ
た
り
も
し
、
色
白

の
小
柄
な
身
体
を
き
び
き
び
と
動
か
し
て
い
た
彼
女
を
麻
田
も
よ
く
知

っ
て
い
る
。
…
…
し
か
し
そ
の
友
人
も
、
妻
の
死
に
つ
い
て
殆
ど
語
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
今
も
彼
自
身
に
劇
し
い
痛
み
だ
っ
た
か
ら

に
ち
が
い
な
い
。
麻
田
も
、
友
人
の
痛
み
に
触
れ
る
こ
と
を
避
け
て
い

る
。（
二

pp.23-24

）

こ
れ
ま
で
い
っ
し
ょ
に
運
動
し
た
仲
間
と
も
対
立
的
な
関
係
に
な
っ

た
。
仲
間
だ
っ
た
も
の
の
大
半
が
新
し
い
組
織
に
移
っ
て
こ
よ
う
と
し

な
か
っ
た
。
麻
田
晋
の
親
友
で
慶
子
と
も
日
常
的
に
親
し
か
っ
た
一
人

も
、
向
う
に
残
っ
た
。
…
…
麻
田
晋
と
彼
女
の
こ
と
も
知
っ
て
い
て
、

麻
田
の
死
後
は
何
か
と
い
た
わ
り
も
示
し
て
く
れ
た
友
人
で
あ
る
。（
二

十
一

pp.349-350

）

作
品
の
な
か
で
作
者
は
、
こ
の
夫
妻
に
名
前
を
与
え
な
い
。
し
か
し
、
名

前
が
な
い
、
「
無
名
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
読
み
過
ご
せ
る
挿
話
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
作
者
に
よ
っ
て
固
有
名
を
消
さ
れ
、
多
数
の
「
無
名
」
の
死
者
の
一

人
と
し
て
、
作
品
の
な
か
に
静
か
に
置
く
と
い
う
表
現
方
法
が
、
小
説
技
法

上
は
、
む
し
ろ
効
果
的
と
い
え
よ
う
。
そ
の
論
証
の
前
に
、
こ
の
親
友
夫
妻

の
モ
デ
ル
、
福
岡
千
鶴
子
・
醇
次
郎
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

２

二
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
作
品

こ
れ
ま
で
管
見
で
き
た
佐
多
稲
子
の
「
長
崎
」
作
品
の
な
か
で
、
二
人
が

モ
デ
ル
と
し
て
登
場
す
る
小
説
は
「
視
力
」（

・

）
「
歴
訪
」（

・
７
）

40

11

51

「
仕
合
せ
と
命
と
」（

・
８
）
「
時
に
佇
つ
（
そ
の
八
）
」（

・
８
）
の
四
篇

55

75

が
あ
る
。
発
表
順
に
見
て
い
こ
う
。

貞
子
が
、
東
京
の
藤
子
の
家
に
一
年
ば
か
り
い
て
、
長
崎
へ
帰
つ
て

か
ら
も
う
五
年
ば
か
り
に
な
る
…
…
長
崎
の
官
立
の
あ
る
病
院
で
一
等

看
護
婦
と
し
て
働
い
て
い
る
う
ち
に
、
彼
女
は
職
場
も
故
郷
も
追
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
か
ら
五
、
六

年
も
前
の
社
会
の
出
来
事
と
し
て
は
別
に
珍
ら
し
い
こ
と
で
も
な
か
つ

た
。
け
れ
ど
、
そ
の
事
件
の
中
に
彼
女
の
恋
愛
も
大
き
く
新
聞
に
書
き

立
て
ら
れ
な
ど
し
て
、
狭
い
町
の
中
に
は
身
の
お
き
場
も
な
か
つ
た
ら

し
い
。
夫
の
安
井
が
郷
里
の
監
獄
に
刑
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
貞
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子
は
東
京
へ
出
て
き
て
、
派
出
看
護
婦
に
な
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
（
五

月
書
房
版
『
私
の
長
崎
地
図
』
＝

・

＝pp.154-156

）

48

10

〔
長
崎
の
安
井
夫
婦
の
家
の
〕
二
階
は
が
ら
ん
と
し
て
い
た
。
と
い
つ

て
も
一
つ
の
部
屋
に
は
本
や
新
聞
が
畳
の
上
に
乱
雑
に
お
か
れ
た
ま

ゝ
、
小
さ
な
机
が
そ
の
間
に
横
つ
ち
よ
に
お
か
れ
て
埃
を
か
ぶ
つ
て
い

た
。
…
…
小
さ
な
西
洋
人
の
胸
像
が
ひ
と
つ
部
屋
の
隅
に
ぽ
つ
ん
と
お

い
て
あ
る
。（
前
同p.162

）

藤
子
は
安
井
た
ち
の
二
階
に
、
二
晩
泊
め
て
も
ら
つ
た
。（
前
同p.170

）

「
視
力
」
で
は
、
一
九
一
五
年
か
ら
二
十
五
年
振
り
の
帰
郷
が
描
か
れ
る
。

「
半
月
足
ら
ず
朝
鮮
鉄
道
局
の
お
客
さ
ん
待
遇
で
あ
ち
こ
ち
見
物
し
て
歩
い

た
」
あ
と
、
「
下
関
で
連
れ
と
別
れ
て
、
藤
子
は
ひ
と
り
で
故
郷
へ
立
ち
寄

る
」
の
だ
っ
た
。
「
年
譜
」
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
と
き
の
「
連
れ
」
、
朝
鮮

視
察
旅
行
の
現
実
の
同
行
者
は
壺
井
栄
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
作
品
内
時
間
も

同
じ
だ
か
ら
、
原
爆
以
前
の
作
品
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

「
五
、
六
年
も
前
の
社
会
の
出
来
事
」
、
一
九
三
三
年
二
月
一
一
日
の
「
九

州
共
産
党
事
件
」
に
関
し
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

「
九
州
共
産
党
事
件
」
と
は
、
福
岡
で
中
野
重
治
・
原
泉
の
友
人
だ
っ
た

西
田
信
春
が
特
高
警
察
に
殺
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
宮
崎
県
を
除
く
、

九
州
六
県
で
検
挙
五
〇
八
名
、
う
ち
起
訴
八
〇
名
を
数
え
る
。
福
岡
県
が
多

く
三
二
三
―
五
〇
名
で
、
長
崎
県
は
四
〇
―
三
名
。
三
名
の
う
ち
の
一
人
が

福
岡
醇
次
郎
（
１
９
０
４
・
４
・
９
～

・
１
・
９
）
で
あ
る
。
特
に
女
性
へ

86

の
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
（
顔
写
真
を
伴
う
新
聞
報
道
）
は
激
し
く
、
福
岡
で
は

牛
島
春
子
・
中
本
た
か
子
な
ど
が
、
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
牛
島
も
福
岡
に

お
れ
ず
、
満
洲
へ
夫
婦
で
渡
る
契
機
と
な
る
（
石
堂
清
倫
・
中
野
重
治
・
原
泉

共
編
『
西
田
信
春
書
簡
・
追
憶
』
＝
土
筆
社
、

・

＝
参
照
）
。
事
件
当
時
は

70

10

報
道
規
制
も
さ
れ
、
起
訴
や
一
審
判
決
を
ま
っ
て
新
聞
報
道
も
許
さ
れ
た
。

長
崎
で
は
一
九
三
三
年
九
月
一
日
の
「
長
崎
新
聞
」
号
外
が
、
顔
写
真
付
き

で
報
じ
た
。
福
岡
醇
次
郎
の
「
同
棲
中
の
情
婦
」
と
し
て
、
起
訴
猶
予
に
な

っ
た
相
川
チ
ヅ
子
に
も
大
き
く
焦
点
を
あ
て
た
。
「
西
彼
杵
郡
長
浦
町
尾
戸

郷
出
身
、
鶴
鳴
高
女
卒
、
看
護
婦
、

歳
」
と
い
っ
た
情
報
も
公
開
す
る
。

24

ま
さ
に
「
狭
い
町
の
中
に
は
身
の
お
き
場
」
も
な
く
な
っ
た
の
だ
。

の
ち
結
婚
す
る
福
岡
醇
次
郎
に
つ
い
て
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
要
求
同
盟
「
不
屈
」
三
九
七
号
（

・
７
）
に
来
歴
が
詳
し
い
。
戦
前
か

07

ら
の
一
貫
し
た
日
本
共
産
党
の
活
動
家
で
、
本
籍
は
佐
賀
市
高
木
町
。
三
菱

工
業
学
校
・
東
山
学
院
を
経
て
、
第
五
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
文
学

部
英
文
科
に
進
学
し
た
と
い
う
。
「
九
州
共
産
党
事
件
」
当
時
の
住
所
は
長

崎
市
十
人
町
だ
っ
た
。
彼
は
、
懲
役
三
年
の
実
刑
を
受
け
、
諫
早
刑
務
所
に

下
獄
し
て
い
る
。
出
獄
は
三
六
年
秋
と
い
う
。
日
米
開
戦
と
と
も
に
治
安
維

持
法
に
よ
っ
て
予
防
拘
禁
、
敗
戦
も
福
岡
市
の
藤
崎
刑
務
所
で
迎
え
た
た
め
、

原
爆
の
犠
牲
も
妻
だ
け
だ
っ
た
。
検
挙
三
回
、
獄
中
生
活
を
八
年
。
戦
後
は
、

日
中
友
好
協
会
長
崎
県
連
会
長
な
ど
、
党
活
動
以
外
に
も
役
職
を
務
め
て
い

る
。さ

て
、
次
の
「
歴
訪
」
で
は
、
一
九
五
〇
年
「
長
崎
の
六
月
は
じ
め
」
が

舞
台
。
「
先
年
、
二
十
五
年
ぶ
り
に
帰
っ
た
と
き
に
知
り
合
っ
た
一
人
の
画

家
で
、
そ
の
後
付
合
い
が
つ
づ
い
て
」
い
る
立
野
が
登
場
す
る
。
こ
の
先
年

は
、
前
作
「
視
力
」
の
一
九
四
〇
年
だ
か
ら
、
十
年
前
に
な
る
。

多
枝
が
戦
時
中
に
知
り
合
っ
て
、
数
ヵ
月
は
東
京
の
多
枝
の
家
で
一
緒
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に
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
女
友
達
も
、
丁
度
競
輪
場
の
あ
る
あ
た
り
の

工
場
に
働
い
て
い
て
、
原
爆
で
死
ん
だ
。（
文
芸
文
庫
版
『
長
崎
』p.141

）

戦
争
中
に
も
、
レ
ー
ニ
ン
の
像
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
本
を
そ
の
他
に

は
何
も
な
い
荒
れ
た
部
屋
に
お
い
て
、
生
活
し
て
い
た
福
井
で
あ
っ
た
。

戦
争
の
終
り
近
く
か
ら
ま
た
刑
務
所
に
入
っ
て
、
終
戦
も
そ
こ
で
む
か

え
、
妻
の
死
も
あ
と
で
知
っ
た
と
い
う
彼
で
あ
っ
た
。
…
…
部
屋
に
泊

め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。（
前
同p.144

）

立
野
の
妻
は
、
間
に
襖
の
な
い
上
り
口
の
三
畳
に
さ
っ
き
多
枝
の
ふ

と
ん
を
敷
い
て
階
下
へ
降
り
て
い
た
。
…
…
「
そ
の
ふ
と
ん
も
寝
巻
も
、

み
ん
な
、
慶
子
さ
ん
か
ら
借
り
て
き
た
の
で
す
よ
」
／
と
立
野
が
言
っ

た
。（
前
同p.152

）

こ
の
時
、
作
者
＝
佐
多
稲
子
と
同
定
で
き
る
多
枝
は
、
画
家
・
立
野
の
自

宅
に
宿
泊
す
る
。
十
年
前
は
福
井
夫
妻
（
「
視
力
」
の
安
井
夫
妻
）
の
家
に
泊

ま
っ
た
の
だ
が
、
今
回
は
出
来
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
で
、
十
年
前
に
知
り

合
っ
た
画
家
・
立
野
夫
妻
の
世
話
に
な
る
。
の
ち
「
樹
影
」
の
主
人
公
に
な

る
二
人
も
登
場
す
る
。
立
野
は
麻
田
晋
に
、
慶
子
は
柳
慶
子
に
重
な
っ
て
く

る
。
こ
こ
で
、
前
の
作
品
の
な
か
で
検
閲
に
配
慮
し
て
触
れ
る
こ
と
の
出
来

な
か
っ
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
の
名
前
も
出
て
い
る
。
初
め
て
、
千
鶴
子

の
原
爆
死
が
触
れ
ら
れ
た
。

次
に
来
る
の
は
、
「
仕
合
せ
と
命
と
」
で
あ
る
。
そ
の
一
節
は
、
本
稿
の

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
。

そ
の
人
の
思
い
出
が
新
た
に
な
る
。
故
里
に
帰
る
毎
に
、
そ
し
て
年

が
、
八
月
が
め
ぐ
っ
て
く
る
度
に
。
そ
の
人
を
不
幸
で
あ
っ
た
と
、
人

は
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
そ
れ
を
拒
む
気
持
が
あ
る
。
不
幸
と

は
何
だ
ろ
う
。
そ
の
人
は
仕
合
せ
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
だ
。
夫
を
愛
し
、

夫
に
愛
さ
れ
て
い
た
そ
の
人
は
、
仕
合
せ
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
だ
。（
文

芸
文
庫
版
『
長
崎
』p.189

）

多
枝
さ
ん
は
こ
ん
な
い
き
さ
つ
で
、
一
年
余
り
私
と
共
に
暮
ら
し
た
。

夫
が
出
獄
す
る
と
き
、
長
崎
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。
／
今
度
は
私
が
長
崎

を
訪
れ
た
。（
前
同p.194

）

そ
の
多
枝
さ
ん
は
、
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
の
犠
牲
に
な
っ
た
。

私
が
そ
れ
を
知
っ
た
の
は
、
長
崎
の
も
う
ひ
と
り
の
友
人
の
知
ら
せ
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
。
終
戦
後
、
私
は
も
う
三
度
帰
郷
し
た
。
…
…
〔
浦

上
の
天
主
堂
〕
こ
の
丘
の
下
の
今
は
競
輪
場
に
変
化
し
た
あ
た
り
を
見

つ
つ
、
多
枝
さ
ん
の
生
涯
へ
の
お
も
い
を
ゆ
す
ら
れ
て
い
た
。
…
…
多

枝
さ
ん
を
不
幸
で
あ
っ
た
な
ど
と
、
私
は
言
わ
な
い
。
多
枝
さ
ん
は
そ

の
仕
合
せ
を
、
け
な
げ
に
守
っ
て
生
き
て
い
た
。
そ
の
仕
合
せ
と
、
け

な
げ
な
命
と
を
奪
っ
た
の
は
、
戦
争
と
原
子
爆
弾
で
あ
る
。
そ
れ
は
も

早
、
不
幸
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
す
ま
な
い
の
だ
。
は
っ
き
り
と

し
た
原
因
が
あ
る
と
き
、
不
幸
で
あ
っ
た
、
と
云
い
す
ま
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
犠
牲
は
、
そ
れ
を
負
わ
し
た
原
因
に
罪
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。（
前
同p.198

）

い
つ
も
何
か
の
感
じ
を
こ
め
て
大
き
く
見
ひ
ら
い
て
い
た
多
枝
さ
ん

の
目
に
、
最
後
の
一
瞬
の
お
も
い
を
こ
め
る
隙
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
瞬
間
さ
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
人
の
生
涯
の
一
時
期
に
、

一
緒
に
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
私
は
、
多
枝
さ
ん
の
命
の
奪
わ
れ
る
瞬

間
を
、
想
い
め
ぐ
ら
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
原
爆
の
犠
牲
の
無
数

の
命
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
も
い
を
こ
め
た
一
人
々
々
の
人
間
の
営
み
の
、
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中
途
で
絶
た
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
多
枝
さ

ん
に
よ
っ
て
実
感
と
な
る
の
だ
。（
前
同p.199

）

「
歴
訪
」
の
多
枝
と
、
こ
の
短
篇
の
多
枝
、
名
前
は
共
通
し
て
い
る
。
前

者
は
作
者
と
同
定
で
き
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
作
者
自
身
を
、
「
仕
合
せ
と

命
と
」
の
「
多
枝
」
に
重
ね
て
い
く
。
い
さ
さ
か
煩
雑
な
「
年
譜
」
的
事
項

だ
が
、
こ
こ
ま
で
の
戦
後
の
「
帰
郷
」
は
、
一
九
五
〇
年
と
五
五
年
六
月
の

二
回
が
知
ら
れ
て
い
る
。
五
〇
年
ま
で
に
、
ほ
か
の
帰
郷
の
可
能
性
は
、「
月

刊
長
崎
」
に
「
私
の
長
崎
地
図
」（

・
２
～
８
）
を
連
載
し
た
あ
た
り
だ
ろ

48

う
か
。

こ
の
「
仕
合
せ
と
命
と
」
は
、
か
な
り
強
引
な
内
容
だ
。
作
者
は
自
ら
に

無
理
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
「
仕
合
せ
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
だ
」
と
繰
り

返
し
て
い
る
。
千
鶴
子
の
存
在
に
よ
っ
て
、
長
崎
原
爆
が
実
感
と
な
っ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
試
み
は
成
功
し
た
と
は
言
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
樹
影
」
の
あ
と
に
も
、
福
岡
千
鶴
子
を
モ
デ
ル
と
し
た
作

品
が
あ
る
。
「
時
に
佇
つ
」
の
「
そ
の
八
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
仕
合
せ

で
あ
っ
た
は
ず
」
の
彼
女
の
慰
霊
が
終
え
て
い
な
い
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

浦
上
の
こ
の
辺
り
、
あ
の
と
き
安
井
貞
子
の
い
た
軍
需
工
場
の
あ
っ

た
の
は
こ
の
辺
り
の
は
ず
だ
。
彼
女
の
遺
体
は
遂
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

彼
女
の
死
の
間
ぎ
わ
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
…
…
彼
女
の
死
の

間
ぎ
わ
を
思
い
描
い
て
み
る
な
ど
と
い
う
操
作
は
で
き
は
し
な
い
。
今

も
私
は
、
浦
上
、
安
井
貞
子
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
を
念
頭
に
浮
ば
せ
た

に
す
ぎ
な
い
。
…
…
／
安
井
貞
子
は
あ
の
と
き
、
三
十
を
い
く
つ
か
出

た
く
ら
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
夫
と
、
幼
い
女
の
子
ひ
と
り
を
残
し
て
死

ん
だ
。
夫
は
治
安
維
持
法
で
諫
早
刑
務
所
に
拘
留
中
身
体
を
弱
め
て
、

出
所
し
た
あ
と
も
ず
っ
と
療
養
し
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
そ
の
夫
と
、

ひ
と
り
子
を
残
し
て
彼
女
は
そ
の
軍
需
工
場
で
死
ん
だ
。
彼
女
を
お
も

う
と
、
色
白
の
丸
顔
を
真
正
面
に
こ
ち
ら
に
向
け
て
、
何
か
を
問
い
た

げ
に
じ
っ
と
見
つ
め
る
大
き
な
目
が
先
ず
浮
ん
で
く
る
。
何
か
も
の
悲

し
げ
で
も
あ
り
、
一
途
さ
も
光
る
独
特
の
目
で
あ
っ
た
。
…
…
彼
女
の

死
ん
だ
あ
と
は
ま
た
、
安
井
貞
子
と
い
う
ひ
と
り
の
女
が
、
あ
の
視
線

に
凝
結
す
る
よ
う
に
お
も
え
る
の
だ
。
…
…
／
安
井
が
治
安
維
持
法
で

逮
捕
さ
れ
、
正
式
に
は
ま
だ
結
婚
前
だ
っ
た
貞
子
の
こ
と
を
興
味
的
に

書
き
立
て
た
記
事
が
地
元
の
新
聞
に
出
た
り
し
て
、
看
護
婦
だ
っ
た
病

院
の
勤
め
先
も
、
ま
た
長
崎
の
町
そ
の
も
の
に
も
居
ら
れ
な
く
な
っ
て

上
京
し
た
と
い
う
。
…
…
こ
う
し
て
彼
女
は
私
の
家
で
一
年
ほ
ど
い
っ

し
ょ
に
暮
ら
し
た
の
で
あ
る
。
（
講
談
社
文
芸
文
庫
版
『
時
に
佇
つ
』
＝

・
８
＝pp.120-122

）

92
三
年
ほ
ど
し
て
私
が
長
崎
へ
行
き
、
前
ぶ
れ
な
し
に
安
井
夫
婦
の
家

を
訪
ね
た
と
き
、
…
…
貞
子
の
目
、
…
…
見
上
げ
た
と
き
の
視
線
も
、

私
に
は
同
じ
目
に
見
え
た
。
／
彼
女
の
最
後
の
と
き
は
、
と
ひ
と
り
言

の
問
い
を
し
て
、
そ
れ
は
そ
こ
で
跡
絶
え
る
し
か
な
い
が
、
そ
の
あ
と

に
、
貞
子
の
あ
の
視
線
だ
け
は
浮
び
出
て
く
る
。
何
か
問
い
た
げ
に
大

き
く
見
ひ
ら
か
れ
た
目
、
悲
し
げ
に
一
途
な
光
り
を
た
た
え
た
あ
の
目
。

し
か
し
私
は
、
貞
子
の
そ
の
視
線
を
長
く
は
見
つ
め
得
な
い
。
そ
の
視

線
が
、
彼
女
の
最
後
の
と
き
に
結
び
つ
く
の
に
堪
え
ら
れ
な
い
の
だ
。

／
…
…
彼
は
私
に
、
貞
子
の
死
に
つ
い
て
何
も
し
ゃ
べ
ら
な
か
っ
た
。

彼
が
云
わ
ぬ
以
上
、
こ
ち
ら
か
ら
云
い
出
せ
は
し
な
い
。
な
が
さ
き
の

犠
牲
は
、
当
時
の
し
ば
ら
く
誰
も
そ
れ
に
つ
い
て
云
う
の
を
避
け
て
い
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た
ろ
う
か
。（
前
同pp.122-123

）

「
仕
合
せ
と
命
と
」
で
は
、
彼
女
の
死
の
瞬
間
を
「
想
い
め
ぐ
ら
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
た
の
に
、
「
思
い
描
い
て
み
る
な
ど
と
い
う

操
作
は
で
き
は
し
な
い
」
と
な
っ
た
こ
と
に
注
視
し
た
い
。

登
場
人
物
名
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
福
岡
千
鶴
子
は
、
安
井
貞
子
（
「
視

力
」
）
・
福
井
敏
子
（
「
歴
訪
」
）
・
宮
島
多
枝
（
「
仕
合
せ
と
命
と
」
）
・
安
井
貞
子

（
「
時
に
佇
つ
」
）
と
変
わ
り
、
夫
は
そ
の
姓
の
み
。
作
者
＝
佐
多
稲
子
と
同

定
で
き
る
人
物
は
、
藤
子
（
「
視
力
」
）
・
多
枝
（
「
歴
訪
」
）
・
「
私
」
（
「
仕
合
せ

と
命
と
」
「
時
に
佇
つ
」
）
と
な
っ
て
い
る
。
「
多
枝
」
の
名
は
、
千
鶴
子
に
与

え
た
の
で
使
え
な
く
な
る
。
「
時
に
佇
つ
」
で
、
三
十
五
年
前
の
名
前
に
戻

し
た
こ
と
に
も
着
目
し
た
い
。

３

随
筆
の
な
か
の
二
人

小
説
作
品
を
補
充
す
る
意
図
で
、
佐
多
稲
子
が
福
岡
千
鶴
子
に
触
れ
た
随

筆
を
拾
い
出
し
て
お
こ
う
。

「
十
年
目
の
長
崎
」
（

・
８
）
は
前
に
触
れ
た
。
翌
年
の
「
故
郷
の
瘡

55

痕
―
第
二
回
原
水
禁
世
界
大
会
に
出
席
し
て
」（

・

）
で
は
、
「
私
は
、

56

10

こ
こ
に
あ
の
時
命
を
う
ば
わ
れ
た
私
の
親
し
か
っ
た
女
友
達
を
胸
に
お
い
て

黙
禱
し
た
」（
『
全
集
』
第

巻
＝

・
４
＝p.31

）
と
語
る
。

17

79

「
折
り
折
り
の
人
（
池
野
清
の
こ
と
）
」
（

・

）
に
は
、
「
戦
争
が
次
第

66

12

に
拡
大
さ
れ
る
様
相
を
示
し
、
世
の
中
が
暗
く
湿
っ
て
い
た
と
き
で
あ
る
。

ひ
と
り
の
若
い
女
性
が
訪
ね
て
き
て
、
ま
っ
黒
な
瞳
を
お
も
い
つ
め
た
よ
う

に
大
き
く
し
て
私
を
見
つ
め
た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ば
し
る
よ
う
な
口
調
で
「
長

崎
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
」
と
い
っ
て
頭
を
下
げ
た
。
福
岡
千
鶴
子
と
い
う
人

で
あ
っ
た
。
夫
が
思
想
犯
と
し
て
諫
早
刑
務
所
に
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
長
崎

に
居
ら
れ
ず
上
京
し
て
、
派
出
看
護
婦
会
に
い
て
働
い
て
い
る
が
、
収
入
も

少
な
く
、
五
銭
の
白
飯
に
食
塩
を
ふ
り
か
け
て
食
べ
る
と
き
も
あ
り
、
や
り

き
れ
な
さ
で
訪
ね
て
き
た
、
と
い
う
。
こ
の
人
は
そ
れ
か
ら
夫
の
出
獄
す
る

ま
で
の
二
年
ば
か
り
私
の
家
に
い
た
。
／
彼
女
が
長
崎
に
帰
り
、
そ
れ
を
私

が
訪
ね
て
、
こ
の
と
き
彼
女
た
ち
夫
婦
の
友
人
、
池
野
清
を
知
っ
た
。
…
…

／
福
岡
千
鶴
子
の
話
か
ら
書
き
出
し
た
の
は
、
彼
女
が
長
崎
の
原
爆
で
死
ん

だ
こ
と
を
お
も
い
出
す
か
ら
で
あ
る
。
原
爆
投
下
の
中
心
地
に
近
い
三
菱
の

工
場
に
戦
時
動
員
で
働
い
て
い
て
、
そ
こ
で
死
ん
だ
。
病
弱
な
夫
と
、
ひ
と

り
の
幼
い
女
の
子
が
残
っ
た
。
苦
労
の
さ
な
か
だ
っ
た
と
、
お
も
う
か
ら
、

彼
女
の
命
が
そ
こ
で
吹
っ
飛
ん
だ
こ
と
が
可
哀
想
で
し
か
た
が
な
い
」（
『
全

集
』
第

巻
＝

・
６
＝p.81

）
と
、
実
名
を
含
め
て
、
か
な
り
正
確
な
記
述

18

79

と
な
っ
て
い
る
。
佐
多
稲
子
か
ら
福
岡
千
鶴
子
、
さ
ら
に
福
岡
醇
次
郎
・
池

野
清
、
そ
し
て
林
芳
子
へ
と
繫
が
る
友
人
の
連
鎖
が
窺
え
る
。
な
お
、
こ
れ

だ
け
が
、
今
の
と
こ
ろ
「
福
岡
千
鶴
子
」
の
名
前
が
明
示
さ
れ
た
文
章
だ
。

他
に
は
見
出
せ
ず
に
い
る
（
醇
次
郎
に
関
し
て
は
、
そ
の
立
場
を
慮
っ
た
も
の

か
、
名
前
を
明
記
し
た
佐
多
の
文
章
を
見
な
い
）
。

「
私
の
中
の
「
ふ
る
さ
と
」
」
（

・
５
）
に
も
、
「
一
年
ほ
ど
の
間
、
私

90

の
家
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
だ
。
…
…
戦
争
中
の
そ
の
後
、
こ
の
人
は
軍
需

工
場
に
働
い
て
、
八
月
九
日
の
空
襲
の
と
き
、
そ
の
工
場
で
被
爆
し
て
、
遺

体
さ
え
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
夫
と
幼
い
女
児
を
あ
と
に
残
し
て
の
被
爆
で
あ

っ
た
。
痛
ま
し
い
、
激
し
い
生
涯
で
あ
っ
た
と
お
も
う
」（
中
公
文
庫
版
『
あ

と
や
先
き
』
＝

・
３
＝

pp.187-188

）
と
い
っ
た
回
想
を
見
る
の
だ
っ
た
。

99
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福
岡
千
鶴
子
が
、
作
者
に
と
っ
て
い
か
に
大
事
な
存
在
か
は
、
第
二
回
原

水
禁
世
界
大
会
の
黙
禱
で
、
「
胸
に
お
い
て
」
い
た
こ
と
で
も
理
解
で
き
よ

う
。「
樹
影
」
を
書
き
上
げ
、
長
崎
へ
の
鎮
魂
は
果
た
し
た
か
と
見
え
て
も
、

作
者
の
な
か
で
福
岡
千
鶴
子
の
鎮
魂
は
終
え
て
い
な
い
。
「
時
に
佇
つ
」
の

な
か
で
、
再
び
福
岡
夫
妻
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
「
折
り
折
り
の
人

（
池
野
清
の
こ
と
）
」
で
「
可
哀
想
で
し
か
た
が
な
い
」
と
云
い
、
「
時
を
佇

つ
」
で
は
視
線
に
「
堪
え
ら
れ
な
い
」
と
、
死
者
の
声
を
聴
く
こ
と
が
出
来

ず
に
い
る
。
特
に
身
内
や
親
し
い
者
の
場
合
、
こ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
試

み
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
常
に
視
野
に
入
れ
て
お
く
こ
と
、「
忘
れ
な
い
こ
と
」
、

そ
れ
だ
け
が
野
蛮
な
現
代
を
生
き
る
者
の
務
め
と
考
え
る
。

ま
た
、
佐
多
の
伝
記
的
事
項
に
関
連
す
れ
ば
、
千
鶴
子
の
東
京
滞
在
は
数

ヵ
月
か
ら
二
年
と
幅
を
持
っ
て
い
る
が
、
「
一
年
余
り
」
が
妥
当
な
と
こ
ろ

だ
ろ
う
か
。
戦
後
の
帰
郷
も
、
一
九
四
八
年
は
全
集
年
譜
な
ど
で
も
確
認
で

き
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
年
に
は
「
私
の
長
崎
地
図
」
の
連
載

や
刊
行
が
続
く
の
で
、
そ
れ
に
関
連
し
て
数
度
の
帰
郷
が
実
現
し
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
「
樹
影
」
の
冒
頭
を
思
い
起
こ
そ
う
。

あ
の
人
た
ち
は
何
も
語
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
あ
の
人
た
ち
は
本

当
に
何
も
語
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
あ
の
人
た
ち
は
た
し
か
に
饒
舌

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
の
人
た
ち
の
人
柄
に
先
ず
よ
っ
て
い

た
。
…
…
こ
の
人
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
で
な
い
の
は
、
た
し
か
に
先
ず

そ
う
い
う
人
柄
の
せ
い
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
こ
の
人
た
ち
は
…
…
（
一

前
同p.7

）

「
こ
の
人
た
ち
」
は
、
麻
田
晋
と
柳
慶
子
に
限
定
さ
れ
る
が
、
「
あ
の
人

た
ち
」
に
は
、
直
接
的
に
「
麻
田
の
親
友
」
、
そ
し
て
原
爆
死
し
た
「
妻
」

を
含
み
、
さ
ら
に
原
爆
の
死
者
た
ち
全
般
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
。
親
友
夫
妻

（
福
岡
千
鶴
子
・
醇
次
郎
が
モ
デ
ル
）
を
媒
介
に
し
な
い
と
、
単
な
る
個
別
と

普
遍
の
関
係
に
し
か
見
え
な
い
。
友
人
は
「
妻
の
死
に
つ
い
て
」
饒
舌
で
は

な
か
っ
た
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
典
型
と
し
て
登
場
す
る
。
麻
田
晋
と
柳
慶

子
の
物
語
は
、
親
友
夫
妻
の
物
語
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

夫
妻
に
固
有
名
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
で
、
作
者
も
消
す
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
「
私
」
の
物
語
で
は
な
く
「
こ
の
人
た
ち
」
の
物
語
と
し
て
小
説
世
界

を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
樹
影
」
の
通
奏
低
音
と
し
て
福
岡
千
鶴
子
の
「
声
」
、

「
私
も
忘
れ
な
い
で
」
が
聴
こ
え
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品
中
で
は
名
指

さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
れ
は
無
数
の
死
者
た
ち
、
そ
し
て
生
者
た
ち
の
「
声
」

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
上
に
、
「
樹
影
」
の
ふ
た
り
の
物
語
は

展
開
す
る
と
捉
え
て
い
き
た
い
。

〈
参
考
〉
池
野
清
の
装
幀
と
五
月
書
房
に
つ
い
て

「
池
野
巖
さ
ん
の
装
幀
」
（

・

）
の
な
か
で
、
佐
多
稲
子
は
「
池
野

90

10

清
の
装
幀
は
、
『
智
恵
の
輪
』
〔
現
代
社
、

・
２

現
代
新
書

〕
と
い
う

56

19

短
篇
集
で
、
文
庫
本
よ
り
少
し
長
目
の
本
で
あ
る
〔
新
書
判
〕
。
灰
色
に
黒

線
で
窓
辺
の
線
を
描
き
、
華
や
か
な
黄
色
で
全
体
に
点
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
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池
野
清
の
装
幀
は
こ
の
一
冊
し
か
な
い
」
（
中
公
文
庫
版
『
あ
と
や
先
き
』
前

同

p.195

）
と
し
て
い
る
が
、
五
月
書
房
版
『
私
の
長
崎
地
図
』
（
ほ
か
に
旧

作
「
台
湾
の
旅
」
と
「
視
力
」
を
収
録
。

・

）
も
、
池
野
清
の
装
幀
で
あ

48

10

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
彼
の
装
幀
本
は
二
冊
が
確
認
で
き
る
。

五
月
書
房
は
、
佐
世
保
市
か
ら
福
岡
市
へ
移
っ
た
出
版
社
・
九
州
評
論
社

の
後
身
で
あ
る
。
福
岡
か
ら
東
京
へ
本
社
を
移
し
た
も
の
の
、
し
ば
ら
く
は

福
岡
に
も
事
務
所
を
置
き
活
動
を
し
て
い
る
（
九
州
評
論
社
の
最
後
の
刊
行
書

『
私
の
青
春
時
代
』
（

・
８
）
と
発
行
者
は
異
な
る
が
、
福
岡
市
の
住
所
、
お
よ

48

び
印
刷
所
は
佐
賀
県
鹿
島
町
の
鹿
島
印
刷
株
式
会
社
で
同
じ
だ
）
。

九
州
評
論
社
に
い
た
井
上
光
晴
は
、
「
敗
戦
直
後
、
九
州
評
論
社
（
佐
世

保
市
）
で
刊
行
し
た
『
私
の
長
崎
地
図
』
の
編
集
者
兼
校
正
者
と
な
っ
た
後
」

（
講
談
社
文
芸
文
庫
編
『
個
人
全
集
月
報
集
』
（
佐
多
稲
子
全
集
）
＝

・
８
＝

14

pp.144-145

）
と
記
す
が
、
前
記
の
経
緯
を
少
し
錯
覚
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
月
書
房
版
『
私
の
長
崎
地
図
』
に
関
わ
っ
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
ま

た
「
私
の
長
崎
地
図
」
連
載
誌
「
月
刊
長
崎
」
は
、
長
崎
日
日
新
聞
社
が
一

九
四
七
年
に
創
刊
。
刊
行
時
期
・
総
目
次
な
ど
、
詳
細
は
不
詳
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
敗
戦
直
後
に
日
本
共
産
党
の
出
版
部
門
で
、
九
州
評

論
社
か
ら
五
月
書
房
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
五
月
書
房
か
ら
は
、

文
学
関
係
で
は
、
ほ
か
に
小
池
富
美
子
『
あ
る
女
子
共
産
党
員
の
手
記
』（

・
48

）
中
本
た
か
子
『
愛
は
牢
獄
を
こ
え
て
』
（

・
１
）
な
ど
を
刊
行
。
伊

11

50

豆
公
夫
『
現
代
史
』
改
訂
版
（

・
６
）
の
序
文
に
は
、「
本
書
の
初
版
は
、

49

一
九
四
七
年
六
月
に
出
た
。
…
…
今
度
原
発
行
者
で
あ
る
九
州
評
論
社
の
後

身
五
月
書
房
か
ら
再
刊
を
も
と
め
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
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